
 

Ｒ７年度に開講する委託訓練（介護職員初任者研修科、介護福祉士実務者研修科） 

について 

 
令和７年度に開講する委託訓練（介護職員初任者研修科、介護福祉士実務者研修科）

は、介護未経験者等の介護分野等への就職や職場定着を促進するための「介護分野・障害
福祉分野への就職支援パッケージ事業」の対象となります。 
 
１ 事業の概要 

  介護未経験者等の介護分野等への就職や職場定着を促進するため、介護分野の委託訓 
練において、訓練生の就業希望に沿った複数（２か所以上）の職場体験・見学等を実施
した場合は、職場見学等推進費（訓練生１人当たり 10,000 円（外税））を支払う。 

 
２ 委託料を上乗せする訓練コースの要件等 

⑴  対象訓練 

   介護職員初任者研修、介護福祉士実務者研修（仕様書９ページに記載） 
⑵ 職場見学等の要件 

  ① 職場実習、職場見学、職場体験（以下「職場見学等」という。）のいずれかを実 
施すること。（職業人講話のみは不可） 

  ② 訓練生の就業先の希望（特別養護老人ホーム、グループホーム、デイサービス、
ショートステイ、訪問介護、障害福祉施設など）が多様であることを踏まえ、複数
（２か所以上）の職場見学等を行うこと。 

⑶ 職場見学等の実施時間 

  下限は 6 時間とする。 
  介護職員初任者研修：訓練日数５日間を標準とする。 
  介護福祉士実務者研修：訓練日数１０日間を標準とする。 

 ⑷ 職場見学等の実施方法 

   職場見学等は、原則として現場での実施を基本とするが、職場見学はオンラインで
の実施も可とする。 

 ⑸ 確認方法 

  ① 職場見学等を実施する訓練実施機関は、カリキュラムにその時間を設定するとと
もに、企画提案書提出時に「職場見学等実施計画書」（別紙 4-1）を提出すること。 

  ② 訓練実施機関は、訓練修了後、県に「職場見学等実施報告書」（別紙 4-2）を提出
すること。訓練修了者（中途退校者であっても２か所以上の施設で職場見学等を実
施した者は含む）の８割以上が２か所以上の施設において職場見学等を実施した場
合に委託料の上乗せの対象とする。 

別紙４ 


